
長野県高等学校体育連盟 

新型コロナウイルス感染症に係るガイドライン改訂について（改定対照表） 追加・変更部分下線 

現行 改定 

２．専門部が行う感染症対策 

１）競技団体が定める「感染症に係るガイドライン」による感染症対 

 策を行う。 

 

 

２）３密を回避する 

・屋内種施設においては定期的な換気を行う。 

 

 

３）共用を避けることが難しい用具等は、こまめに消毒する。 

 

４）入場口及び会場内に手指の消毒設備を設置する。 

 

 

 

 

 

３．大会参加者の留意点 

１）発熱・咳・咽頭痛などの症状がある場合、体調が良くない場合は 

  参加を見合わせること。 

 

 

３）マスクを持参し、スポーツを行っていない際や会話をする際には 

  マスクを着用すること。 

 

２．専門部が行う感染症対策 

（１）競技団体が定める「感染症に係るガイドライン」による感染症対策を行う。 

 別途配布する「大会開催時の感染防止策チェックリスト」を参考に感染対策 

 を徹底する。 

 

（２）３密を回避する 

・屋内種施設においては定期的な換気を行う。入場口のドアを開放し、送風機 

 等で気流を作るなど、可能な限り空気を滞留させない。 

 

（３）共用を避けることが難しい用具やベンチ等は、こまめに消毒する。 

 

（４）入場口及び会場内に手指の消毒設備を設置する。共用場所のドアノブ等、 

 人の頻繁にさわる場所の消毒を徹底する。 

  

（７）専門部内に新型コロナウイルス感染症対応担当者を設置する。（委員長兼務 

 可） 

 

３．大会参加者の留意点 

（１）発熱（37.5℃以上）や咳・咽頭痛などの風邪症状、だるさや息苦しさ、味覚 

や臭覚の異常など体調不良の場合は医療機関を受診し、大会参加についてはそ 

の指示に従うこと。 

 

（３）マスクを持参し、スポーツを行っていない際や会話をする際にはマスクを 

着用すること。ベンチ入り選手もゲームに出ていない場合は、マスクを着用す 

ること。 



４．参加校への注意事項 

１）各校で、参加生徒・教職員の検温結果及び健康状態を把握した上 

 で大会参加してください。 

  ＊引率責任者は、大会期間中参加生徒が持参するチェックシートと 

   あわせて生徒の健康状態を直接確認すること。 

 

３）生徒及び教職員が感染者となった場合、療養期間は大会参加禁止 

  とします。なお、完治後の大会参加にあたっては、主治医または保 

  健所に相談してください。濃厚接触者となった場合、外出自粛期間 

  は大会参加禁止とします。 

 チーム内で濃厚接触者等となり PCR検査を受ける生徒がいる場合、 

  検査結果が出るまでの他の生徒の大会参加については、医師または 

  保健所が感染リスクが低いと判断した場合、参加可能とします。 

 

 ４）感染状況等により臨時休業となった場合、当該学校は、臨時休業

期間中は大会参加禁止とします。 

 

４．参加校への注意事項 

（１）各校で、参加生徒・教職員の検温結果及び健康状態を把握した上で大会参 

 加してください。 

 ＊引率責任者は、大会期間中参加生徒が持参するチェックシートとあわせて生 

  徒の健康状態を直接確認してください。 

 

（３）生徒及び教職員が感染者となった場合、療養期間は大会参加禁止とします。 

 なお、完治後の大会参加にあたっては、主治医または保健所に相談してくださ 

 い。濃厚接触者となった場合、外出自粛期間は大会参加禁止とします。接触者 

 は、PCR 検査結果が陰性であれば大会参加可能です。 

  チーム内で濃厚接触者等となり PCR 検査を受ける生徒がいる場合、検査結 

 果が出るまでの他の生徒の大会参加については、医師または保健所が感染リス 

 クが低いと判断した場合、参加可能とします。 

 

（４）学校において生徒・教職員の感染が確認された場合、保健所が感染者の行 

  動履歴把握や濃厚接触者等特定の為の調査を行います。学校設置者が、保健 

  所の調査や学校医の助言等を踏まえて臨時休業（学校の全部）の判断をした 

  場合、当該学校はその期間は大会参加禁止とします。 

・上記により、大会出場を辞退した場合は高体連事務局まで連絡してください。 

 

 


